
図 １  

A . 遺 伝 子 解 析 装 置  

（ R D － 1 0 0 i  シ ス メ ッ ク ス 社 製 ）  

B . 陽 性 症 例  

C . 陰 性 症 例  

 

図 ２ ． ５ 年 累 積 生 存 率  

S L N 生 検 生 検 施 行 群 で は 9 4 . 4 % ， S L N 生 検

未 施 行 群 で は 8 6 . 7 % で あ っ た ． 有 意 差 は 認 め

な い も の の ， S L N 生 検 施 行 群 に お い て 生 存 率

が 高 い 傾 向 を 示 し た ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 1  患 者 背 景  

 

表 2 . 病 理 組 織 学 的 診 断 結 果 な ら び に O S N A 法

に よ る 結 果 の 比 較  

 

病 理 組 織 学 的 診 断 と O S N A 法 の 結 果 は 2 8 例

中 2 7 例 で 一 致 し た ． 一 方 ， 結 果 が 不 一 致 で

あ っ た 症 例 が 1 例 み ら れ た ． 本 症 例 は 病 理 組

織 学 的 診 断 で は 転 移 陰 性 で あ っ た が ， O S N A

法 に よ る 遺 伝 子 解 析 の 結 果 が 転 移 陽 性 で あ っ

た 症 例 で あ っ た ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 3 ． 病 理 組 織 学 的 診 断 ， 遺 伝 子 解 析 な ら び

に 免 疫 組 織 学 化 学 染 色 の 結 果  

 

結 果 が す べ て 一 致 し た の は 2 6 例 で あ っ た ．

結 果 が 不 一 致 で あ っ た 2 例 は ， 病 理 組 織 学 的

診 断 と 遺 伝 子 解 析 は 転 移 陽 性 で ， 免 疫 染 色 が

転 移 陰 性 で あ っ た 1 例 と ， 免 疫 染 色 と 病 理 組

織 学 診 断 が 転 移 陰 性 ， 遺 伝 子 解 析 が 転 移 陽 性

の １ 例 で あ っ た ．  

 

表 4  ． S L N 生 検 施 行 群 と S L N 生 検 未 施 行 群

に お け る 後 発 転 移 の 比 較  

 

S L N 生 検 生 検 群 で は 後 発 転 移 が み ら れ な か っ

た が ， S L N 未 施 行 群 で は 3 例 に み ら れ ， S L N

施 行 群 と 比 較 し 有 意 に 多 か っ た ．  


